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1. まえがき
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Tunehiro Hiraiwa: Geodesy and Geophysics Div. 

Jinichi Kawai: Oceanographic Data and Information Div. 

水路部で、は測量船「昭洋」により，昭和58年5月から 6月及び昭和59年6月の2固にわたって，八丈島

南方海域その 1・その 2の海底地形，地質構造（海上磁気，海上重力を含む）の調査を実施し，資料を得た

ので概報する。

2. 調査方法

調査区域（第1図および第2図）は 33。00’N 140。22’E,31。44’N 140。22’E,31° 44’N 139。47’E,31° 

50’N 139。47’E,31。50’N 138。36’E,33。00’N 138。36’Eの点を順に結ぶ線で固まれた約 22,000平方キ

ロメートルの区域で：ある。

(1）測 線主測線は東西方向にとり， 2海里間隔とし，南北にのびる構造をとらえるよう設定した。

交差測線は南北方向K，地形に応じて約10海里間隔とし，さらに海底記録の不明瞭な箇所及び海底からの

突起した異状記録の多数存在する海域での補 ・再測を1海里間隔で実施した。

(2）測 位長距離電波測位装置（ロランC北太平洋チェーンM,X,Y局によるρ一ρモード及びNNSS

との複合測位システム）を使用した。

(3）測 深浅海用音響測深機（NS-77）及び深海用音響調lj深機（TC12/34 PTR 105 B）の測深記録

で得られた記録上で水深5分ごと及び傾斜変換点で読み取った。音速度改正は NP139のテーフソレによって

行った。

(4）音波探査 表層音波探査装置 C3.5 kHz表層探査システム）と深海用音波探査装置（Bolt1900 C型エ

アガン，チャンパー80cubic inches) Iとより，堆積構造，地質構造をとらえた。

(5）地磁気測定 海上用プロトン磁力計 CM123）を使用した。

(6）重力測定海上重力計（KSS-30型）を使用した。

-5-



(7). 1底質採取 チェーンバッグ型採泥探及び住状採泥器（パイロットコアラー）を使用して 10点（ 10ケ

所）採取した。

3. 調査結果

（海底地形）

調査海域は，東は伊豆・小笠原海溝の凶側斜而上部から七島・硫黄島海嶺を経て，西七島海嶺の西側斜面

までの海域である（第 1I玄｜および第2図）。区域内には，火山島である青ケ島及び海底活火山危険区域の明神

礁が存在する。東部は比較的単調な緩斜而を形成している。青ケ島北東方には，谷頭を水深 500m付ー近lと持

つ青ケ鳥海底谷（仮称）があり，また明神礁東方lζも海底谷の一部が認められる。そのほか地形的特徴とし

て青ケ島の東方約 10kmlC長径9km，短径6kmほどの楠円型カルデラ地形が認められた乙とと， 今一ケ所明神

礁の北1！§約25kmlζ長径印刷， i守．径8伽ほどの円形型カルデラ地形が存在している乙とである。

市；＇J査区域の中央部は， ヒ島・硫黄島海嶺l頁部の1！§方lζ広がる 1,000m以浅の海台状地形が占めており，数

多い梅丘肘ーによって特徴づけられる。南側は水深 1,500汎から南西lζ向かつて水深 2,000m台までの緩斜面

がある。

回側海域の北半分!Lflli長い海盆状の凹地（西七島舟状海命一仮称）が，南北方向に発達する。その凹地を

隔てる海丘タljがくり返してあらわれるのが特徴である。南西端の海域では， V字型の谷が南西方向lζ向け四

国海食へと落ち込んでいる。

海山は1！§七島海嶺部lζ集中し，形状はほぼ円錐形を示す。海丘は七島・硫黄島海嶺部lζ分布するものが多

し、。

（海底地質構造）

調査海域は富士火山帯lζ属し，明神礁で象徴されるように火山活動を伴う地殻変動のため，地質構造も複

雑である（第l図および第2図）。すなわち火成岩の貫入噴出lζより，各地層とも槽曲などの変形によって単

調な成層を示さず，連続性lζも欠ける。音響的な地層区分も複雑である。今回は音波探査記録上で上位から

A.B.C.D.E.の5層K区分した。E層は音響的な基盤と した。第3図lζ地質断面図を示す。各層はとくに海丘，

海山発達部で，変形が大きく，届埋も不明瞭のと乙ろが多い。東部の大陸斜面部や，西七島舟状海盆のよう

な広い平坦面では，各局の層埋も比較的明瞭で，基棉（貫入，又は噴出岩） Iζアパット又は尖滅して堆積し

ている。地質梢造の走向は，全般的lζ南北方向系のものが主であると考えられる。摺曲軸及び断層は，一般

に南北方向系のものが大部分を占める。断層はあまり規模の大きいものはないが，西七島舟状海盆中央軸lζ

平行な南北方向のものと，青ケ島海底谷lζ平行する東西方向の断層及び明判l礁の北方の顕著な摺曲，東落ち

の断！百群が主要なものである。分布域からは，主な断層は東部区域の大陸斜面lζ集中している。

（底質）

底質採取はドレッジ4点とコア－ 6点の計 10点の底質を採取した。個々の底質は東部の緩斜面では砂が，

中部及び西部の平坦地は泥と砂，傑が採取され， l明和，，礁の北西約30kmの海丘で‘は，火山噴出物である軽石塊

が多く採取された。
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南方諸島

八丈島南方海底地形地質権造図（その 1)
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第 1図八丈島南方海底地形地質構造図（その I) 



南方諸島

八丈島南方海底地形地質構造図（その 2)

昭和59年6月測量
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第2図八丈島南方海底地形地質梅造図（その2)
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南方諸島

八丈島南方地質断面図（その 2)
昭和59年6月測量
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第3図八丈島南方地質断面図



報告者紹介

Misao Tamaki 

査

在

調
現

洋

月

海
3

任

年

主
日

課

和

査

昭

調
洋

操

海
部路

木

水庁

玉

本

官

-7-


